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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、低分子Gタンパク質Rabファミリーに属し、トランスゴルジ体（TGN）とリサイクリングエンドソーム（RE）間の膜輸送を制御する役割を果たします。コードされているタンパク質は、上皮細胞の頂端結合複合体（AJC）の構成要素であるタイトジャンクションの構築に関与しています。AJCは、管腔内容物と下層組織との間のバリア形成に関与しています。このタンパク質に関連するその他の機能としては、オクルディンのエンドサイトーシスによるリサイクリング、上皮細胞の分散制御、神経細胞再生、神経突起伸展制御などが挙げられます。この遺伝子には、選択的スプライシングを受ける転写産物バリアントが観察されています。この遺伝子に関連する偽遺伝子は、12番染色体上に位置しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Rab13マウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	Rab13 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による Rab13 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による Rab13 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

